
主な内容
●第2次由布市行財政改革の実施状況報告《概要》
●由布市臨時的任用職員・嘱託職員の登録受付について

11月17日から21日にかけて、新井貴浩選手をはじめ今年25年ぶりにリーグ優勝
を果たした広島東洋カープの選手が湯布院でリハビリキャンプを行いました。今年
は震災復興を兼ねて多くの選手たちが湯布院を訪れ、シーズンの疲れを取るとと
もにサインに応じるなど市民の方とふれ合いました。
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市政ニュース

　第２次由布市行財政改革大綱および実施計画では、平成23年度から
平成27年度までの５年間の行財政改革の取組目標を定め、①財政基盤
の確立②行政運営の効率化③人材育成等の推進④民間活力の導入⑤市
民との連携協力の５つを改革の視点として取り組みを進めてきました。
 このたび、計画期間が終了したことから、実施状況の概要を報告いた
します（報告書は市ホームページに掲載しています）。

①財政基盤の確立  
⑴歳入の確保
　市税等については、滞納者に対して差押え等の法的措置を講じるとともに、職員の滞納整理技術の向上
等を図った結果、市税の収納率は平成21年度比で 7.62％、国保税においても 7.87％と大きく向上しました。
　また、市有地の売却や貸し付けを行うとともに、ホームページのバナー広告やユーバス時刻表に有料広
告を掲載するなど自主財源の確保に努めました。
●市税等の収納状況
 【一般税】

区　分 平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 H27/H21比

調定額
（見込）

4,530,262
(-)

4,432,050
(4,551,941)

4,346,452
(4,551,941)

4,272,527
(4,551,941)

4,250,305
(4,551,941)

4,162,639
(4,551,941)

△ 367,623
(-)

収納額
（見込）

3,918,198
(-)

3,954,329
(4,142,266)

3,919,259
(4,201,441)

3,941,149
(4,201,441)

3,960,562
(4,233,305)

3,917,738
(4,256,064)

△ 460
(-)

収納率
（目標）

86.50%
(-)

89.22%
(91.0%)

90.17%
(92.3%)

92.24%
(92.3%)

93.18%
(93.0%)

94.12%
(93.5%)

7.62%
(-)

 【国保税】
区　分 平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 H27/H21比
収納率 70.50% 71.10% 73.48% 76.10% 76.43% 78.37％ 7.87％

●歳入の確保状況
区　分 目標額 達成額 備　　　　考

収納率の向上 193,000 397,668 平成 21年度比　7.62% 向上
市有地の売却等 - 112,356 電柱敷地等貸付、土地建物等売払

有料広告 3,500 3,950 ホームページバナー、ユーバス時刻表
合　　計 196,500 513,974 （達成率 261.5％）

（２）総人件費の抑制
　特別職および職員給与のカットを継続して実施した結果、給与削減額は累計で約２億 3,200 万円となり、
職員数の縮減とあわせ目標を大きく上回る財政効果となっています。
●職員給与等の削減状況

区　分 目標額 達成額 備　　　　考
特別職給与の削減 5,000 8,631 市長10% ～15%、副市長・教育長 7% ～10% カット
職員給与の削減 56,000 224,226 全職員を対象に 2.5% ～7.0% カット
職員数の縮減 173,600 80,011 平成 22 年度比　一般職 12 人減、消防職 9 人増

合　　計 234,600
（173,600）

312,868
（251,868） （達成率 145.0％）

※ 合計欄の（　）は既に実施中であった特別職および職員給与の削減目標分 61,000 千円を除く。

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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②行政運営の効率化
　職員数においては、市町村合併効果を最大限発揮できるよう定員管理計画を定め、適切な人員配置に努
めた結果、一般職員は平成22年度比で12人の減となりました。
　また、平成28年度からの本庁舎方式移行に向け、組織再編の確立と並行して庁舎建設を進めてきました。
　事務事業の見直しでは、限られた財源を有効に活用し、総合計画に基づく施策、事業が一層成果を生み
出せるよう、予算編成と連動した事務事業評価を行ってきました。

●定員管理の状況
区　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 H28/H22比

一般職員数 337 334
(337)

327
(328)

327
(317)

329
(317)

326
(309)

325
(304) △ 12

消防職員数 61 60
(61)

62
(61)

62
(61)

65
(61)

65
(61)

70
(61) 9

合 　 　 計 398 394
(398)

389
(389)

389
(378)

394
(378)

391
(370)

395
(365) △ 3

　＊上段：実績、下段：計画
③人材育成等の推進
　職務能力の向上と効率的な行政運営を目指して、年度ごとに職員研修計画を策定し実施しています。こ
れまで職責、職階に応じた研修や専門知識習得の研修機会を設定し、市町村中央研修所や大分県自治人材
育成センターで多くの職員が受講しました。
　また、市独自研修として、新採用職員や管理職を対象とした研修、全職員を対象とした人権問題、財
政・行革研修、まちづくり研修を開催しました。
④民間活力の導入
　公の施設の管理に民間の力を活用しつつ、市民サービスの向上と経費の削減を図ることを目的とした指
定管理者制度は、平成28年度当初で42施設に導入されています。
　また、障害者支援施設「小松寮」については、平成26年度に民営化方針を決定し、平成28年度から民間
移譲しました。
⑤市民との連携協力
　ＮＰＯ等との連携による協働のまちづくりや男女共同参画実現に向けた環境整備を促進したほか、大分
大学をはじめとする５大学との相互協力、友好交流協定を締結し、幅広い分野での連携や地域課題解決に
向けた協力を進めました。
●委員の女性登用状況

区　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 H27/H22比

審 議 会 等 数 28 28 30 30 27 27 △ 1
審議会等委員数 404 358 405 390 387 387 △ 17
うち、女性委員数 73 74 84 87 87 87 14
女 性 割 合 18.1％ 20.7％ 20.7％ 22.3％ 22.5％ 22.5％ 4.4％

おわりに
　５年の計画期間においては、重点施策への積極的投資を行うと同時に財務体質の改善がされたほか、行
政のスリム化をはじめとした行政運営の改革を実行することができ、財政調整基金残高が約37億4,400万
円と保有目標を大きく上回り、財政効果額も目標の95パーセントとなり、おおむね計画通りの財政効果を
生み出すことができました。
　しかしながら、平成28年度から歳入財源を支える普通交付税の段階的縮減が始まるほか、人口減少に伴
う市税等の減、義務的経費である公債費や扶助費の増、また多くの公共施設における維持管理費の増大な
ど、このまま推移すれば財源の縮小と経費の膨張が極めて必至な状況になることが想定されます。
　このような現状を踏まえ、今般策定された第３次行財政改革において、歳入歳出全般にわたる財政運営
の規律化や行政組織体としての効率的な運営などの取り組みを行うこととしています。
●問い合わせ　総務課（本庁舎）☎097−582−1112（内線1217・1211）

(各年度４月１日現在)（単位：人）
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　由布市では、市の各庁舎および施設において事務補助、作業等を行う臨時・嘱託職員の採用候補者の登
録を受け付けます。この登録は、必要な業務に応じて雇用するものであり、必ずしも雇用を約束するもの
ではありません。
⒈申込方法等
　①総務課、各振興局に備え付けの応募用紙に必要事項を記入（写真を添付のうえ希望する職種を優先順

　　に記入）し、住所、氏名を書いた官製ハガキを同封のうえ、直接または郵送（封筒の表に「臨時職員

　　希望」と朱書き）で総務課職員係（教育委員会関係は教育総務課総務係）まで申し込みください（ハ

　　ガキは面接日程等をお知らせするものです）。

　　※ 資格を有する職種は、資格証明書等の写しを添付してください。

　　※ 会社、団体での申し込みはご遠慮願います。

　②申込受付期間

　　・平成 29 年１月６日㈮～平成 29 年１月 26 日㈭

　　・午前８時 30 分～午後５時（土曜、日曜、祝日を除く）

　　・郵送の場合は、平成 29 年１月 26 日㈭までの消印有効です。

⒉候補者名簿登録について
　①個人面接または集団面接を実施します。

　②面接日は、２月４日㈯を予定しています。

　③雇用開始期間は、平成 29 年４月１日です。

　④雇用期間は、最長１年です。

　⑤応募多数の場合は、由布市内在住者を優先します。

　⑥採用の必要がある時には、基本候補者名簿登録者の中から選考し通知します。

　　※ 登録期間は１年間とします。

⒊勤務条件等について
　①賃金　業務内容により異なります。

　②勤務時間　原則として午前８時 30 分から午後５時までですが、職場によっては勤務時間が異なります。

　③その他
　　・休日等　原則として、土曜、日曜、祝日が休日となります（職場によっては、休日が異なります）。

　　・休暇等　由布市の規定により、年次有給休暇等が付与されます。

　　・社会保険等　社会保険、雇用保険に加入していただきます。

●申込先・問い合わせ
　総 務 課 職 員 係（本庁舎）　☎ 097-582-1112　〒 879-5498 　由布市庄内町柿原 302 番地

　教育総務課総務係（本庁舎）　☎ 097-582-1177　〒 879-5498 　由布市庄内町柿原 302 番地

　※ 申込用紙については、各振興局地域振興課にも置いています。

市政ニュース

由布市 臨時的任用職員・嘱託職員の登録受付について
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平成29年度由布市臨時的任用および嘱託職員の登録受付内容 
職 　 　 種 応 募 条 件・ 業 務 内 容 等 勤 務 地 採用予定者数 年 齢

事 務 補 助 員 簡単なパソコン操作ができる者 庄 内 15 人程度 59 歳まで挾間・湯布院 各 1 人程度
電 話 交 換 手 課の条件による 庄 内 2 人 程 度 64 歳まで
人 権 啓 発 指 導 員 人権同和教育に携わっている学識経験者 湯 布 院 1 人 程 度 64 歳まで
徴 収 補 助 員 税の訪問徴収による滞納整理等の徴収業務 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
施 設 管 理 員 施設の条件による 挾間・湯布院 2 人 程 度 64 歳まで

指 導 監 査 事 務 員 企業、法人会計等の実務経験者または知識
のある者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで

就 労 支 援 員 簡単なパソコン操作ができる者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
レ セ プ ト 点 検 員 医療事務技能資格取得者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
家 庭 相 談 員 児童を抱える保護者の相談・指導業務 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
訪 問 指 導 員 看護師免許取得者（※普通自動車免許取得者） 庄 内 2 人 程 度 64 歳まで

介 護 認 定 調 査 員 看護師または保健師免許取得者、もしくは介護支
援専門員資格取得者（※ 普通自動車免許取得者） 庄 内 6 人 程 度 64 歳まで

保 健 師 保健師免許取得者 各 庁 舎 3 人 程 度 64 歳まで
保健師又は看護師 保健師免許取得者または看護師免許取得者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
社 会 福 祉 士 社会福祉士免許取得者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
業 務 補 助 員 施設の条件による

湯 布 院
（ 健 康 温 泉 館 ）

3 人 程 度 64 歳まで
フ ロ ン ト 業 務 施設の条件による 4 人 程 度 64 歳まで
清 掃 業 務 施設の条件による 2 人 程 度 64 歳まで
火 葬 場 管 理 人 危険物・ボイラー取扱い経験者 庄内・湯布院 4 人 程 度 64 歳まで
作業員・技術補助員 現場の条件による 各 庁 舎 12 人程度 64 歳まで

職 　 　 種 応 募 条 件・ 業 務 内 容 等 勤 務 地 採用予定者数 年 齢
市立学校臨時講師 教育免許資格者 市内小・中学校 16 人程度 64 歳まで
中高一貫臨時講師 中学数学または英語教育免許取得者 市内中学校 6 人 程 度 64 歳まで

小学校英語指導助手 英語でコミュニケーションが取れる者
（就労活動に制限のない者） 市内小学校 3 人 程 度 59 歳まで

学 校 図 書 室 司 書 司書、司書補または学校司書免許取得者 市内小・中学校 13 人程度 59 歳まで
学 校 校 務 員 学校の条件による 市内小・中学校 6 人 程 度 59 歳まで
特別支援員（兼校務員） 学校の条件による 市内小・中学校 12 人程度 59 歳まで
幼 稚 園 臨 時 教 諭 幼稚園教諭資格者 市内幼稚園 5 人 程 度 64 歳まで
幼稚園特別支援教諭 幼稚園教諭資格者 市内幼稚園 6 人 程 度 64 歳まで
幼稚園預かり保育士 幼稚園教諭資格者 市内幼稚園 5 人 程 度 64 歳まで

臨 時 調 理 員 調理師免許取得者優遇
（月 12 日～ 14 日程度の勤務）

庄 内
（学校給食センター） 10 人程度 59 歳まで

事 務 補 助 員 簡単なパソコン操作ができる者 市 内 14 人程度 59 歳まで

未 来 館 技 師 施設の条件による 挾 間 1 人 程 度 59 歳まで
図 書 館 司 書 司書資格者 市 内 9 人 程 度 59 歳まで
施 設 管 理 員 施設の条件による 市 内 2 人 程 度 64 歳まで

　

市

長

部

局

　

教

育

委

員

会

部

局

＊年齢条件は、平成 29 年 4 月 1 日現在
＊資格、免許等が必要な職種については、免許状のコピーを提出して頂きます。
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市政ニュース

　

休日の受取については、事前予約が必要ですので、下記問い合わせまでご連絡ください。

休日の受取場所は市民課（本館1階）のみですのでご注意ください。    
予約いただいても機器の都合によりお待ちいただくこともあります。先に予約いただいた方がいらっ
しゃる場合は、希望時間を変更していただくことがございますのでご了承ください。
●問い合わせ　市民課(本庁舎)　☎097-582-1111（内線1142・1143）

挾間庁舎・湯布院健康管理センターの空室の入居者を募集します。
※詳しくは由布市公式ホームページに掲載しています。
●応募対象物件
　物件1：由布市挾間町向原128番地1　挾間庁舎4階建ての1階部分　    
　物件2：由布市湯布院町川上3738番地1　湯布院健康管理センター2階建ての1階部分
●貸付料　物件1：72,000円/月
　　　　　物件2：36,000円/月
●貸付期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日
●応募資格要件
　由布市内において事業や活動を行っている、公共団体および公共的団体(※注1)であること
　※注１　公共的団体とは、公共的な活動を営むすべてが含まれ、公法人か公私人であるか否かは問いません。
●受付期間　12月12日㈪～平成29年1月27日㈮　土日・祝日を除く、午前8時30分～午後5時
●問い合わせ　財政課(本庁舎)　☎097-582-1176

休日開庁日 時　間 受取場所 予約受付期限 受付人数

平成29年１月29日㈰
午前９時
～午後4時

市民課（本館１階）
由布市庄内町柿原302番地

平成29年１月27日㈮午後4時まで 約20人

平成29年２月26日㈰ 平成29年２月24日㈮午後4時まで 約20人

平成29年３月26日㈰ 平成29年３月24日㈮午後4時まで 約20人

　
12
月
31
日
㈯
～
１
月
３
日
㈫
の
間
は
、
ゴ
ミ
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集
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行
い
ま
せ
ん
。
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ミ
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さ
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よ
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ま
す
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●
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●
新
年
の
収
集
開
始
日　
１
月
４
日
㈬
か
ら

※
12
月
30
日
㈮
は
湯
布
院
地
域
の
不
燃
物
回
収
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は
12
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。

　
持
ち
込
み
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
挾
間
・
庄
内
地
域　
福
宗
環
境
セ
ン
タ
ー

●
湯
布
院
地
域　
第
２
ゆ
ふ
浄
苑（
30
日
は
午
前
中
ま
で
）

※
各
地
区
の
収
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
収
集
日
程
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
挾
間
・
庄
内
地
域　
由
布
大
分
環
境
衛
生
組
合

　
☎
0
9
7

－

5
8
3

－

0
8
6
2

　
湯
布
院
地
域　
環
境
課
（
本
庁
舎
）
☎
0
9
7

－

5
8
2

－

1
3
1
0

　
第
２
ゆ
ふ
浄
苑　
☎
0
9
7
7

－08
4

－

3
3
0
9

　

10
月
20
日
、
由
布
市
役
所
本
庁
舎
で
由
布
市

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
温
暖
化
の
現
状
や
他
自
治
体
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
講
演
会
の
他
に
も
啓
発
活
動

や
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
協
議
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
（
環
境
課
内
）

　
☎
0
9
7

－

5
8
2

－

1
3
1
0

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集
日
程
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
抑
制
に
向
け
て

マイナンバー（個人番号）カード受取に伴う休日開庁日のお知らせ

挾間庁舎・湯布院健康管理センターの入居者募集について
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県
内
で
は
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」や「
還
付
金
詐
欺
」被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
た
方
に
話
を
伺
う
と
、
『
ま
さ
か
、
自
分
が
騙
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
』と
答
え
て
お
り
、
被
害
に
遭
う
ま
で
、
特
殊
詐
欺
を
他
人
事
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
犯
人
は
次
々
と
電
話
を
か
け
な
が
ら
、
被
害
者
を
焦
ら
せ
る
こ
と
で
冷
静
さ
を
失
わ
せ
、

家
族
に
相
談
を
す
る
時
間
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
詐
欺
を
行
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
『
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
際
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
』
、
家
族
と
十
分
に
検
討
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
場
合

　
・
風
邪
を
引
い
て
声
が
変
わ
っ
た
。
・
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
。
な
ど・・・

還
付
金
詐
欺
の
場
合

　
・
医
療
費
や
保
険
等
の
払
い
戻
し
金
が
あ
る
。

　
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ど
・・

　
こ
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
不
審
に
思
わ
れ
た
ら
電
話
を

切
っ
て
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
定
作
業
を
行
う

た
め
、
次
の
窓
口
で
終
日
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
す
る
業
務
が
行
え
ま
せ
ん
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
す
る
業
務
は
、
次
の
業
務
で
す
。

　
●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取

　
●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
特
例
転
入
・
特
例
転
出

　
●
住
民
票
の
広
域
請
求

　
●
電
子
証
明
関
係
業
務
全
般

●
日
程

　
12
月
13
日
㈫
…
す
べ
て
の
窓
口

　
12
月
14
日
㈬
…
挾
間
庁
舎
の
み

　
そ
の
ほ
か
の
業
務
は
通
常
通
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
問
い
合
わ
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課(

本
庁
舎)　
☎
0
9
7

－

5
8
2

－

1
1
1
1
（
内
線
1
1
4
2
・
1
1
4
3
） 

 

特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発
！

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
止
の
お
知
ら
せ 

●
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
平
成
29
年
２
月

28
日
ま
で
に

　
由
布
市
が
発
注
す
る
平
成
29
・
30
年
度
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
お
よ

び
平
成
29
年
度
の
建
設
工
事
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
工
事
業
者
の
方
で
、
平
成
28
年
２
月
に
「
平
成
28
・
29
年
度
競
争

　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
申
請
は
必
要

　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
付
期
間

　
建
設
工
事（
県
内
業
者
）　
１
月
10
日
㈫
～
２
月
28
日
㈫

　
建
設
工
事（
県
外
業
者
）　
２
月 

１
日
㈬
～
２
月
28
日
㈫

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等　
２
月 

１
日
㈬
～
２
月
28
日
㈫

　
受
付
場
所　
財
政
課
契
約
検
査
室
（
本
庁
舎
本
館
２
階
）

　
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送（
２
月
28
日
必
着
）

●
物
品
・
委
託
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で
に

　
由
布
市
が
発
注
す
る
平
成
29
年
度
の
各
種
委
託
業
務
、
物
品
の
買
入
れ
、
製
造

の
請
負
（
工
事
を
除
く
）
、
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
２
月
に
「
平
成
28
・
29
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
書
」を
提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
受
付
場
所　
財
政
課
契
約
検
査
室
（
本
庁
舎
本
館
２
階
）

●
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
３
月
15
日
必
着
）

　
※
各
種
要
領
、
様
式
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
契
約
検
査
室
ま
で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
お
渡
し
し
ま
す
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ⇒

「
入
札
・
契
約
」⇒

「
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ　
財
政
課
契
約
検
査
室（
本
庁
舎
）

　
☎
0
9
7-

5
8
2-
1
1
7
6（
内
線
1
2
5
5
）

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

　（
土
日・
祝
日
を
除
く
）
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市政ニュース

　地域社会の維持・発展に向けて、由布市では金融機関と連
携協定を締結しています。10月26日には、由布市役所本庁舎
に大分県信用組合の吉野一彦理事長が訪れ、首藤市長ととも
に共同開発商品発表会を行いました。
　商品については下記をご覧ください。大分県信用組合のお
得な定期預金を開設することができます。皆さんの暮らしに
ぜひお役立てください。

●問い合わせ
　定期預金に関すること　大分県信用組合　☎0120-393-528
　その他に関すること　　健康増進課・保険課・子育て支援課　☎097-582-1111

由布市と大分県信用組合が連携し共同開発商品をつくりました！

▲共同開発商品発表会の様子

　

●商品名
　健診きちょくれゆ～福定期
●取扱店舗　
　大分県信用組合　湯布院支店
　　　　　　　　　賀来支店
●お預入いただける方（ご本人名義のみ）
　・平成28年度に由布市国保特定健康診
　　査、後期高齢者の健康診査を受診さ
　　れた方（40歳以上）
　・平成28年度に由布市が実施する基　
　　本健診を受診された方（19歳～39歳）
　・由布市が実施するがん検診を受診さ
　　れた方（19歳以上）
●預金の種類
　スーパー定期
　（証書、総合口座、通帳式）
●募集期間
　平成28年11月１日～
　平成29年３月31日
●お預入期間
　１年（元金継続および元利金継続の自
　動継続）
●お預入金額
　１口10万円以上300万円以内
（お１人さま300万円以内）
●適用金利　
特別優遇金利　店頭表示金利＋年0.20％

●商品名
　ゆふっ子はぐくみ定期
●取扱店舗　
　大分県信用組合　湯布院支店
　　　　　　　　　賀来支店
●お預入いただける方
　・由布市に在住する18歳以下の方
●預金の種類
　スーパー定期（証書、通帳式）
●募集期間
　平成28年11月１日～
　平成29年３月31日
●お預入期間
　１年（元金継続の自動継続利払い式）
●お預入金額
　１口10万円以上100万円以内
　（お１人さま100万円以内）
●適用金利
　特別優遇金利　
　店頭表示金利＋年0.15％
　［０歳児の場合・ひとり親家庭の場合］
　店頭表示金利＋年0.20％

「地震関連死と災害弔慰金」について

※適用金利条件や確認資料など詳細については問い合わせください。
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賞 学校名 学年 順　位
最優秀賞 挾間小学校 3 年 石

い し だ
田　 泰

た い が
夏

優 秀 賞 由布川小学校 1 年 工
く ど う

藤　 宗
む ね ひ さ

久
優 秀 賞 由布川小学校 2 年 園

そ の だ
田　   優

ひろ

優 秀 賞 谷 小 学 校 4 年 村
む ら か み

上　 葉
は く

紅
優 秀 賞 西庄内小学校 5 年 重

し げ な が
永　 羽

は の ん
音

優 秀 賞 川西小学校 5 年 藥
や く し じ

師寺　泰
たいせい

世
優 秀 賞 川西小学校 5 年 阿

あ な み
南　 有

ゆ い
依

優 秀 賞 川西小学校 5 年 川
か わ さ き

﨑　 柚
ゆ ず き

季
優 秀 賞 川西小学校 6 年 宮

み や お か
岳　 颯

そ う た
太

優 秀 賞 庄内中学校 3 年 栗
く り し ま

嶋　 佑
ゆ う た

太●問い合わせ　学校教育課（本庁舎）☎097-582-1179

平成28年度　由布市子どもエコ運動標語コンール　受賞結果

熊本地震における大分県被災者
義援金二次配分のお知らせ

平成28年度  子どもエコ運動標語コンクール

「地震関連死と災害弔慰金」について

耐震診断補助受付延長します

　10月28日に第２回大分県被災者義援金配分委員会が開催
され、これまでの配分とは別に重傷者83,000円、住家全壊
166,000円、住家半壊83,000円、住家一部損壊41,500
円が追加配分されました。
　すでに一次配分を受け取られている方には、追加配分を
一次配分時に申請していただいた口座に入金しましたので
ご確認ください。
●問い合わせ　福祉課（本庁舎）　
　☎097-582-1265

　4月16日に発生した地震による直接の被害（家屋の
倒壊等）で亡くなられた方や、地震の発生後、体調を
崩すなどして亡くなられた方が「地震関連死」と認定
されると、遺族に対して災害弔慰金が支給されます。
　「地震関連死」の判定については、遺族の方からの
申立書や診断書等資料に基づき専門家が審査します。
※地震関連死とは、地震による直接の被害ではなく、
　地震の影響による負傷または疾病、既往症の憎悪な
　どによる死亡で、地震と死亡との間に相当因果関係
　が認められるものです。
～具体的な認定例～
　①処方薬が摂取できなかったことによる持病の悪化
　②病院の機能停止による初期治療の遅れ
　③避難所等生活の肉体・精神的疲労
　　（ストレスによる身体の異常）
　④車中泊中の静脈血栓塞栓症
　　（エコノミークラス症候群）　　　など
以下のような場合は、原則認められません。
　①発災後180日を超えての死亡
　②発災後、屋根の修理で転落死
　③地震の前から重篤であった既往症が死因（癌など）
　④発災後に別の原因で発症した疾病が原因による死
　　亡など
　「地震関連死」の疑いがある場合は、問い合わせく
ださい。
　なお、申立書の提出期限は、平成29年１月31日㈫
までとします。
●問い合わせ
　福祉課（本庁舎）　☎097-582-1265
　

　熊本地震により住宅の耐震化についての関心が高ま
ったことから木造住宅の耐震化について多くの相談が
寄せられています。大分県内では耐震診断補助の申込
みが既に200件に達し、由布市においても、今年度に
限り申請受付件数を大幅に拡充しております。自宅の
耐震性能を確認し、地震に備えて耐震診断を行ってみ
てはいかがでしょうか。 
●受付期間　1月31日まで  （改修補助は12月28日まで） 
●対　　象　昭和56年５月31日以前に建築された
　　　　　　木造一戸建て住宅
●補助金額　耐震診断　最高３万円
　　　　　　耐震改修　最高80万円
　※訪問による事前調査（事前申込みが必要です） 
　市の職員および県の技術職員が診断の方法や診断可
　能な建物かどうかの説明を行います。 
●日程　庄内、挾間地区　12月26日㈪　　
　　　　湯布院地区　１月６日㈮　　　
●申込先・問い合わせ　建設課用地管理係（本庁舎）
　☎097-582-1273（内線2220） 

最優秀
挾間小学校 ３年生

石
い し だ

田 泰
た い が

夏 さん
　　はれのとき
　　　　カーテンあけて
　　　　　　　でんきおふ

　由布市教育委員会では学校エコ運動を通じて、環境教育
の推進に取り組んでいます。その一環として、『由布市子
どもエコ運動標語コンクール』を実施しました。
　「環境」「資源」「省エネ」「もったいないこと」などエコ運
動に関するものをテーマに標語を募集したところ、市内の
小・中学校から10人が入選し、表彰されました。
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地域の身近な相談相手 民生委員・児童委員のご紹介
　今年11月末で民生委員・児童委員が改選されましたので、新しい民生委員・児童委員さんをご紹介しま
す。任期は、平成28年12月１日から平成31年11月30日までの３年間です。
　市内には92人の方が各地区で活動しており、地域住民からの社会福祉に関わる相談に応じてさまざまな
支援を行っています。また、民生委員・児童委員の中には、児童福祉を専門に担当して活動を行っている
主任児童委員さんが６人います。
　個人の秘密は固く守られますので、生活上の心配ごとや困りごとがありましたら、気軽にお近くの民生
委員・児童委員さんまでご相談ください。
●問い合わせ　福祉課 ☎097-582-1265(内線2142)

市政ニュース

氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区
佐
サ ト ウ

藤 　 艶
ヨシカツ

勝 高崎 高崎・山口・七蔵司・中台 内
ウチダ

田　ハツミ 朴木 朴木上・朴木下 工
クドウ

藤　由
ユ カ リ

香里 鬼瀬 鬼瀬・池ノ上

安
ア ベ

部 　 雅
マサハル

治 来鉢 来鉢東部・北田代 川
カ ワ ノ

野 　 英
エ イ コ

子 医大ヶ丘 医大ヶ丘（１丁目～３丁目） 中
ナカニシ

西 　 久
ヒ サ コ

子 時松 時松・茅場

加
カ ト ウ

藤 　 惠
ケ イ コ

子 来鉢 来鉢西部・来鉢中部 二
ニノミヤ

宮　カオル 下市 下市（1班～14班）・
雇用促進住宅

内
ウチダ

田　す
ス ミ コ

み子 北方 喜多里・サニータウンはさま

三
ミ カ ジ リ

ヶ尻　隼
ハヤト

人 田代 南田代・詰 園
ソ ノ ダ

田 　 俶
ヒ デ コ

子 下市 鶴
ツルハラ

原 　 初
ハ ツ エ

江 小野 谷中村・小野・阿鉢

伊
イ ト ウ

藤 　 　直
スナオ 古野 古野（下黒野・藤合水・東団地・グリーンタウン医大ヶ丘） 結

ユ ウ キ
城 　 立

タ ツ ヤ
也 鬼崎 下鬼崎・豊友館 田

タ マ ツ
松 　 嘉

ヨ シ カ
香 篠原 篠原・東山

大
オンガ

神　夛
タ ズ コ

津子 東院 サントピア古野 佐
サ ト ウ

藤 　 弘
ヒ ロ コ

子 北方 北方 浅
ア サ ク ノ

久野み
ミ ツ コ

つ子 谷 谷東部・生田原

戸
ト ダ カ

髙 　 晴
ハ ル コ

子 古野 古野（古原・本村・本村南・本村東・上組） 岩
イ ワ オ

尾 　 尚
ナ オ ミ

美 挾間 上市東部（1班～6班） 工
ク ド ウ

藤 　 太
タ イ チ

一 鬼崎 山田・中惠・田ノ小野

安
ア ベ

部　千
チ ズ コ

鶴子 古野 古野（向・中ノ原・下原・松原） 柚
ユ ノ

野 　 京
キョウコ

子 挾間 上市中部（7班・8班・15班～17班） 佐
サ ト ウ

藤 　 咲
サ キ コ

子 筒口 酒野・上筒口・下筒口

池
イ ケ ダ

田 　 惠
ケ イ コ

子 三船 三船 山
ヤマグチ

口 　 幸
サ チ コ

子 挾間 上市西部（9班～14班） 馬
マ ミ ズ カ

見塚  則
ノリコ

子 鬼崎 同尻

山
ヤ マ デ

出 　 三
ミ ツ オ

男 古野 古野郷 田
タ ナ カ

中 　 基
モトヨシ

義 下市 鶴田
主任児童委員

赤野 丸
マ ル ノ

野　陽
ヨ ウ コ

子(挾間地域)
小
オ ノ

野　久
ク ミ ヨ

美代 赤野 赤野 得
トクマル

丸　冨
フ ミ コ

美子 向原 向原 谷 渡
ワタナベ

邉　真
マ ユ ミ

由美(挾間地域)
玉
タマイ

井　一
ヒ フ ミ

二三 北方 海老毛・丸田・東行・宮田 小
オ ノ

野　ヒ
ヒ ナ コ

ナ子 向原 挾間中村・柏野

氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区
甲
カ イ

斐 　 善
ヨ シ マ

馬 畑田 畑田・みどり団地・猪野竹ノ下 小
オ ノ

野　ア
ア イ コ

イ子 西長宝 久保 田
タ ナ カ

中 　 豊
ユタカ 大龍 大龍西部

小
オガタ

縣　タ
タ エ コ

ヱ子 長野 長野・葛原 首
シュトウ

藤 　 善
ヨシトモ

友 東大津留 柚の木・小挾間・影戸 那
ナ ス

須　ト
ト シ コ

シ子 龍原 龍原

佐
サ ニ シ

西 　 昌
ショウジ

次 高岡 佐平治・橋爪・甲斐田・宇南水足・小松台 河
カワノ

野　美
ミ ホ コ

保子 東大津留 瀬口・中尾・宗寿寺・竹の中 佐
サ ト ウ

藤 　 憲
ノリアキ

彰 阿蘇野 原中・井出下・上重

服
フ ク ベ

平 　 志
シ ロ ウ

朗 中 深谷・雲取 大
オ オ ク ボ

久保　髙
タカヨ

代 渕 渕６区・渕７区 大
オオツカ

塚　久
ク ミ コ

美子 阿蘇野 高津原・栢の木・中村

佐
サ ト ウ

藤 　 晃
コウヘイ

平 庄内原 東家・小原 大
オ オ ツ ル

津留　時
トキオ

男 渕 渕５区 工
ク ド ウ

藤 　 啓
ケ イ コ

子 阿蘇野 日ヶ暮・永十・伊小野

日
ヒ ノ

野 　 正
マサヒロ

博 平石 平石・下武宮・中武宮 大
オオシマ

嶋 　 孟
タケノリ

則 野畑 野畑３区・野畑４区 一
イッポウシ

法師　嘉
カロク

六 直野内山 直野内山

佐
サ ト ウ

藤 　 利
トシノブ

信 西 蓑草・上武宮 栗
クリバヤシ

林　い
イ ツ コ

つ子 柿原 柿原１区・柿原２区
主任児童委員

畑田 大
オ オ ノ

野　直
ナ オ ミ

美(阿南・西庄内)
加
カ ト ウ

藤 　 春
ハ ル ト

人 櫟木 櫟木・五福 佐
サ ト ウ

藤 　 晴
ハ ル ミ

美 大龍 大龍東部２区 東長宝 森
モリヤマ

山　俊
シュンジ

司(東庄内・南庄内・阿蘇野)
大
オ オ ツ ル

津 留 　 孝
タカシ 東長宝 蛇口・長宝団地・なごみの里 後

ゴ ト ウ
藤 　 益

エ キ コ
子 大龍 大龍東部１区

佐
サ ト ウ

藤 　 鈴
ス ズ エ

江 西長宝 小野屋・高津透内 佐
サ サ キ

々木佐
サ ヨ コ

代子 五ケ瀬 五ヶ瀬・ドリームタウン五ヶ瀬

氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区 氏　名 住所 担当地区
緒
オ ガ タ

方 　 啓
ケ イ コ

子 塚原 塚原 松
マツモト

本 　 ま
マ リ

り 川上 乙丸３ 日
ヒ ノ

野 　 春
ハルノブ

宣 川西 前徳野・内徳野・槐木

竹
タケシタ

下　由
ユ ミ コ

美子 川上 津江 小
オ ノ

野 　 惠
ケ イ コ

子 川上 新町１ 橋
ハシモト

本 　 準
ジュンコ

子 川西 畑倉・奥江・上津々良

津
ツ ダ

田 　 淑
ヨ シ コ

子 川上 岳本（上） 羽
ハ タ ノ

田野　幸
コウイチ

一 川上 新町２ 日
ヒ ノ

野 　 由
ヨ シ コ

子 川西 下津々良・鮎川

加
カトウ

藤　ふ
フ ミ コ

み子 川上 岳本（下） 梅
ウメオ

尾　矢
ヤ ヨ イ

代畏 川北 荒木 葦
アシタネ

胤 　 徹
テツオウ

應 湯平 湯平１・湯平２

木
キ ド

戸 　 栄
エ イ コ

子 川上 湯の坪（１） 髙
タ カ ダ

田 　 作
サクゾウ

藏 川北 石武・光永 佐
サトウ

藤　ひ
ヒ ト ミ

とみ 湯平 湯平２・湯平３

嶋
シマスエ

末　智
チ エ ミ

惠美 川上 湯の坪（２）・中島 志
シ テ

手　百
ユ リ コ

合子 川南 西石松 大
オオシマ

嶋　レ
レ イ コ

イ子 下湯平 畑・小平

荻
オギ

　 孝
タ カ ヨ シ

良 川上 佐土原 阿
ア ナ ン

南 　 瑠
ル ミ

美 川南 東石松１・東石松２ 平
ヒ ラ オ

尾 　 雄
ユウイチ

一 下湯平 幸野・水地

穴
ア ナ イ

井 　 正
マサヨシ

義 川上 並柳・若杉 権
ゴンドウ

藤　千
チ ヨ コ

代子 川北 東石松２・東石松３

吉
ヨシオカ

岡 　 竹
タ ケ コ

子 川上 乙丸１ 長
ハ セ ガ ワ

谷川　澄
スミオ

男 川南 山崎・平

鶴
ツルハラ

原 　 直
ナ オ ミ

美 川上 乙丸２ 後
ゴ ト ウ

藤 　 恭
キョウイチ

一 中川 中依・下依

挾　間　●民生委員・児童委員

庄　内　●民生委員・児童委員

湯布院　●民生委員・児童委員

主任児童委員
川南 加

カ ガ
賀　君

キ ミ コ
子(湯布院地域)

川上 河
カ ワ ノ

野　英
エ イ コ

子(湯布院地域)

http://www.

10市報ゆふ　2016.12



　

由布市特産品PR連絡協議会PR用ロゴマーク・キャッチフレーズ
を募集します！

 由布市特産品ＰＲ連絡協議会では、由布市内の特
産品を市内外へ幅広く紹介および宣伝し、由布市
ブランドの確立を目指すため、由布市特産品ＰＲ
連絡協議会で使用するロゴマーク・キャッチフレ
ーズを募集します。
●募集内容
　・ロゴマークは、由布市の特産品であることが
　　表現されていること
　・キャッチフレーズは、由布市ブランドとして
　　印象的に表現していること
　・フルカラーおよび単色での使用、拡大・縮小
　　での利用が考慮されていること
●応募条件
　⑴プロ･アマ・年齢を問わずどなたでもご応募い
　　ただけます。
　⑵個人またはグループでの応募ができます。
　⑶１人何点でも応募できます（手書きも可）。
　⑷作品提出にかかる費用については、応募者の
　　負担とします。
　⑸応募作品は、入賞に関係なく返却いたしませ
　　んのでご了承ください。
　⑹入賞作品は専門家により多少の修正がありま
　　すのでご了承ください。
●募集期限
　平成29年１月27日㈮まで
　※郵送の場合は、当日消印有効

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

入
学
準
備
金
支
給
の
お
知
ら
せ 

　
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
申

請
受
付
が
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

　
ま
だ
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
申
請
方
法
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

●
対
象
と
思
わ
れ
る
方 

 
 

 
 

 
 

 

　
・
平
成
28
年
度
中
の
住
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
方
で
、
か
つ
住
民
税
課
税
者

　
　
か
ら
税
務
上
の
扶
養
を
受
け
て
い
な
い
方　

　
・
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

　
　
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
受
給
者
を
除
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
６
５（
内
線
２
１
４
６
）

　
由
布
市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
由
布
市
の
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ま

の
保
護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
入
学
準
備
金
を
支
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
入
学
前
の
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
に
、
入
学
準
備
金
と
し
て
新
入
学
用
品
費
（
入
学

に
必
要
な
も
の
を
購
入
す
る
費
用
）
を
支
給
し
ま
す
。

※
入
学
後
、
申
請
認
定
さ
れ
た
方
へ
の
お
支
払
い
は
８
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
入
学
前
支
給
を
受
け
た
場
合
は
返
還
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
①
平
成
29
年
３
月
末
日
以
前
に
由
布
市
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合

　
②
平
成
29
年
４
月
に
由
布
市
の
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
な
い
場
合

　
③
入
学
準
備
金
支
給
の
認
定
を
受
け
た
後
、
４
月
以
降
に
行
わ
れ
る
審
査
に
よ
り
、

　
　
平
成
29
年
度
就
学
援
助
費
（
入
学
準
備
金
以
外
）
の
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合

●
受
付
期
間　
12
月
下
旬
～
平
成
29
年
１
月
31
日

※
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
学
校
教
育
課
も
し
く
は
各
学
校
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

1
1
7
9
（
内
線
1
3
2
4
）

●応募方法
　⑴由布市商工会へ直接応募用紙を持参するか、
　　メールまたは封書による郵送
　⑵応募用紙は、由布市商工会本所、各支所内で
　　配布しています。また、由布市商工会本所ホ
　　ームページからもダウンロードできます。
　（由布市商工会全国商工会連合会 　
　
●選考方法　選考委員による審査とします。
●表彰　優秀賞（採用作品）
　　　　ロゴマーク１点、キャッチフレーズ１点
※採用作品に選ばれた方には由布市特産品セット
　を贈呈
●結果発表
　平成29年１月中に選定し、優秀賞の方には直接
　通知します。
　なお、採用作品の応募者の氏名等の公表はご本
　人と相談の上、対応します。
●申込先・問い合わせ
　〒879-5421　由布市庄内町柿原207番地４
　由布市特産品ＰＲ連絡協議会
　（由布市商工会本所内）担当：加藤・小野
　☎097-582-0094　
　FAX　097-582-3390　
　　　　kato-hisanori@oita-shokokai.or.jp

http://www.
shokoksi.or.jp/44/443631s0001/index.htm）
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あ
な
た
の
人
権
を
守
る
た
め
に

登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

水
道
管
に
早
め
の
冬
支
度
を

小
規
模
特
認
校
制
度
に
つ
い
て

学
校
給
食
用
食
材
を
納
入
す
る

業
者
・
地
産
農
家
を
募
集

平
成
29
年
度

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

　
本
人
通
知
制
度
に
登
録
す
る
と
、
不
正
に
収
得
さ
れ
た

個
人
情
報
を
勝
手
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。

　
由
布
市
で
は
、住
民
票（
除
票
を
含
む
）・
戸
籍（
除
籍
を

含
む
）・戸
籍
の
附
票（
除
附
票
を
含
む
）の
写
し
な
ど
の

不
正
取
得
に
よ
る
、
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
は
か
る

た
め
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
民
課
（
本
庁
舎
）
、
ま
た
は

挾
間
・
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
の
市
民
窓
口
係
で
行

っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
人
権
・
同
和
対
策
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
４
４

　

●
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
蛇
口
を
”凍
結
防
止
用
コ
マ
“に

取

取
り
替
え
る
。

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
な
ど

の

の
保
温
材
ま
た
は
厚
手
の
布
で
保

温

温
す
る
。

●
水
道
管
が
凍
っ
て

　
し
ま
っ
た
場
合

　
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　

●
も
し
も
水
道
管
が

　
破
損
し
た
ら

　
水
道
管
な
ど
が
破
裂
し
た

と
き
は
、
止
水
栓
（
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
）

を
閉
め
、
す
ぐ
に
お
近
く
の
水
道
工
事
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
て
の
漏
水
や
そ
れ
に
伴
う
修
繕
費

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
水
道
管
や
メ
ー
タ

ー
の
点
検
を
行
い
、
凍
結
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　
水
道
課
（
本
庁
舎
）
☎
0
9
7

－

5
8
2

－

1
3
2
8

　
小
規
模
特
認
校
制
度
と
は
、
通
常
の
学
区
と
異
な
り
、

通
学
区
域
を
広
げ
て
（
由
布
市
内
全
域
を
学
区
と
す
る
）

児
童
の
募
集
を
行
う
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ
く
ま

で
も
当
該
学
校
の
教
育
活
動
・
特
色
に
共
感
を
持
つ
児

童
・
保
護
者
が
希
望
し
、
入
学
許
可
条
件
を
も
と
に
由
布

市
教
育
委
員
会
が
就
学
を
認
め
る
制
度
で
す
。
平
成
29
年

度
か
ら
新
た
に
谷
小
学
校
が
対
象
校
と
な
り
、
由
布
市
で

は
既
存
の
対
象
校
と
合
わ
せ
て
次
の
３
校
で
す
。

学
校
名

所
在
地

電
話
番
号

石
城
小
学
校
挾
間
町
来
鉢
31
番
地
１

0
9
7-

5
8
3-

0
7
7
2

谷
小
学
校

挾
間
町
谷
６
９
９
番
地

0
9
7-

5
8
3-

0
0
7
9

塚
原
小
学
校
湯
布
院
町
塚
原
５
５
１
番
地
0
9
7
7-

8
5-

4
1
4
1

　
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
0
9
7

－

5
8
2

－

1
1
7
9
（
内
線
1
3
2
3
）

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日
約
3,
2
0
0
人
分
の

給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
・
30
年
度
に
給
食

用
食
材
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
業
者
な
ら
び
に
農
家
（
グ

ル
ー
プ
等
も
可
）
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
か

ら
登
録
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
納
入
さ
れ
て
い
た

業
者
な
ら
び
に
農
家
の
方
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登

録
を
希
望
さ
れ
る
業
者
な
ら
び
に
農
家
の
方
は
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
12
月
15
日
㈭　
午
後
３
時
～

●
場
所　
由
布
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

●
問
い
合
わ
せ　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
担
当　
衛
藤

　
☎
0
9
7

－

5
8
2

－

0
5
0
0　

　
11
月
17
日
か
ら
、
平
成
29
年
度
保
育
所
入
所
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
お
忘
れ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
受
付
期
間
が
12
月
16
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
無
い
よ
う
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
の
市
報
ゆ
ふ
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
新
館
１
階
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
２
６
２

　
地
域
振
興
課　
子
育
て
支
援
係
（
挾
間
庁
舎
）　
　
　
　

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

　
地
域
振
興
課　
子
育
て
支
援
係
（
湯
布
院
庁
舎
）　
　
　

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

布や保温材 など ビニールテープ

熱　湯　× ぬ る ま 湯 ◎
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　11月３日、由布市役所本庁舎で、「平成
28年度由布市『文化の日』功労表彰式」が
行われました。由布市では初となる功労表
彰式で、自治功労など３分野９人の方に対
し、永年の功績を称え、首藤市長から表彰
状が贈られました。

瑞宝双光章　防衛功労　
工藤 宗藏さん（61）＝挾間町・上筒口＝

　工藤宗藏さんは中学卒業後、神奈川県にある陸上自衛隊少年工科学校
（現：陸上自衛隊高等工科学校）に入学。その後、福岡県飯塚市の第３高射
特科群に配属され、主に中距離ミサイルを飛ばすための発電機のエンジン修
理などを担当しました。対空作戦幹部となってからは、航空防衛の基になる
作戦計画を立てる任務を任せられ、安心・安全のためにご尽力されました。
「万が一の有事に備え、やりがいのある仕事だった」と話してくれた工藤さ
ん。平成11年には大分で募集班長として将来の自衛官を目指す若者のお手
伝いも行ってきました。現在は、農業を営む傍ら、交通指導員として地域の

安心・安全に務めています。本当に、受章おめでとうございます。
　

瑞宝単光章　矯正業務功労　
生野 政治さん（63）＝庄内町・大龍＝

　「今回このような章をいただけたことは、とても名誉なことです」と受章
の思いを話してくれた生野政治さん。生野さんは、昭和47年から平成26年
までの42年間法務事務官として、刑務所での矯正業務に従事しました。最
初の勤務地は福岡刑務所で、その後、大分刑務所や佐世保刑務所、熊本刑務
所などの勤務を経験し、その間、受刑者の矯正処遇や日々の規律違反防止の
徹底などを行ってきました。また、業務の経験を積まれてからは、研修会を
開き若年職員の育成等にも努めてきたそうです。当時は、業務においてさま
ざまな記録を全て手書きで管理しており、視察表等の文章に不備があれば何

度も書き直して修正していたと笑いながら思い出を話してくれました。現在は、野菜作りやコイン収集
など趣味の時間を大切にしているそうです。この度の受章、おめでとうございます。

瑞宝単光章　防衛功労　利光　昭廣さん（61）
※ご本人の了解を得た方の氏名および年齢のみご紹介します。

表

平
成
28
年
度
由
布
市

「
文
化
の
日
」功
労
表
彰

彰

長 年 の 功 績 を た た え て 〜叙勲・褒章を受けられた方を紹介します〜

平成28年度　由布市「文化の日」功労表彰者　※敬称略

自 治 功 労 自治委員 宇都宮　康則

産業振興功労 由布院観光辻馬車組合 浦田　健一郎

教育文化功労 学校歯科医 吉 村　 幸 治

教育文化功労 元庄内神楽座長会会長 江 戸　 文 武

教育文化功労 前庄内神楽座長会会長 日 野　 康 善

教育文化功労 前湯布院町文化芸能
振興会会長 石 川　 榮

教育文化功労 日本舞踊指導者 日野　八重子

教育文化功労 由布市はさま文化
協会会長 秋好　喜四郎

教育文化功労 コーラスグループ
「ひまわりコール」代表 小 野　 節 子
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　11月１日、庄内町小原の210号線沿いに、
地域の女性が腕を振るった日替わり弁当や
農産物などを販売する店「柿の木畑」が
オープンしました。これはコミュニティ助
成事業の一環で、宝くじの助成金を受けて
資材や備品を購入し地域住民が力を合わせ
て完成させたもので、林自治委員は「地域
にまとまりがあるからこそ、ここまできた。

自治区に
とどまら
ず周辺地
域の憩い
の場にな
れば」と
話してく
れました。

　11月８日、挾間小学校で大分県都市・
まちづくり推進課が実施する「都市計画教
室」が開催されました。これは、11月18
日の「土木の日」を前に、土木技術や土木
事業に対する理解を深めてもらう教室です。
当日は、挾間小学校の４年生を対象に土木
の歴史や挾間地域の都市計画についての授
業や、バスと車を使い分ける渋滞すごろく
ゲームなどを行いました。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　10月13日、大分市のホルトホール大分
で行われた「大分県安全・安心まちづくり
県民大会」の全国防犯協会連合会会長表彰
において、湯布院町川北の佐藤靖久さんが
防犯栄誉銅章を受賞しました。佐藤さんは、
少年補導員として永きにわたり定期巡回補
導活動やあいさつ運動、少年問題や防犯活
動に関わるリーダーとして安全安心な地域

環境づく
りに尽力。
今回の受
賞はこう
した活動
が評価さ
れたもの
です。

　10月25日、由布市立谷小学校の４年生が「提
子井路を大切にしよう」という思いを込めて、学
校近くの県道618号線沿いにポイ捨て防止を呼び
かける看板を設置しました。同小学校の４年生は、
社会科の授業「地域の発展に尽くした人びと」
で、谷地区出身の工藤三助氏のことを学習しまし
た。その後、元校長先生である二宮修二氏にお
話を聞いたり、実際に提子井路を見学したりする
中で、井路の重要性を実感し何か自分たちにでき
ることはないかという思いから今回の取組が実現。

看板を設置し終えた児童が、「ポイ捨て
をしていた人たちは、看板を見て気をつ
けてもらいたいです」と話してくれまし
た。社会科の授業で学んだことを活かし
て活動に取り組む子どもたちを、今後も
応援していきましょう。

受

地

活

地
域
の
防
災
に
貢
献

地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動

看
板
に
込
め
た
思
い

賞

域

動

教

平
成
28
年
度

「
土
木
の
日
」
都
市
計
画
教
室

室

　11月２日、自転車日本代表チームが由
布市役所本庁舎を訪れ、自転車競技への協
力を首藤市長に行いました。これは、大分
市が2020年東京オリンピックの自転車競
技に出場する海外チームの事前キャンプ誘
致を目指していくなかで、由布市を含む近
隣の市と連携することで多様なコースをア
ピールするものです。この日は日本代表の

浅田顕監
督をはじ
め選手ら
が自転車
競技の魅
力を伝え
ました。

連

自
転
車
競
技
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル

携
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　11月６日、湯布院町の川西農村健康交流
センターで「第21回かわにし文化収穫祭」
が行われ、民踊や大正琴などの文化芸能発
表会、竹かごや陶芸などの作品展示、新米
すくい取り大会や餅つきなどが開催されま
した。また、川西小学校の児童が見事に育
てた菊がステージを彩りました。

　11月12日、13日の２日間、「第31回はさまきちょくれ祭り
2016」が中洲賀グラウンドで開催されました。司会は今年も、
首藤健二郎さんと志賀江梨子さんが務め、軽快なトークで祭りを
盛り上げてくれました。絶好のお祭り日和のなか、はさま保育園
の園児によるわんぱく太鼓で幕開けし、新競技のふりふりゲー
ムやダンス、神楽や大沢あすかショーなど会場を盛り上げまし

た。２日目には、こども
相撲大会や空き缶タワー、
文化協会による芸能や由
布高校郷土芸能部が観客
を魅了。２日間を通じて、
農産物の直売、やせうま
の無料配布などさまざま
なイベントが行われ、会
場は多くのお客さんで賑
わいました。

　11月３日、庄内総合運動公園神楽殿で「第27回庄内
神楽祭り」が開催され、市内外から約6,000人（神楽
祭り・ふるさと祭り合わせて）の神楽ファンが会場へ
訪れました。当日は、神楽ばやし愛好会による神楽ば
やしの演舞からスタートし、市内保育園による可愛ら
しい舞と伝統ある神楽座による力強く華麗な舞を披露。
観客の歓声がとびかう中、計17団体が約９時間にわた

り、すばらしい神楽の競演を行いました。
また、隣接する多目的広場では、「第35
回由布市庄内町ふるさと祭り」も開催。特
産品販売や食欲をそそる屋台販売、ステー
ジプログラムのお楽しみ抽選会、ヒットパ
レーダースによる特別公演なども行われ、
訪れた人々は美味しいふるさとの味に舌鼓
を打ちながら、楽しむ１日となりました。

 11月６日、湯布院町の湯平公民館で、
「第41回湯の里ふれあいまつり」が開催さ
れました。湯平校区育成会による鼓笛隊演
奏や、カラオケ、舞踊などがステージを盛
り上げ、生け花や盆栽、絵手紙などの作品
も展示され、１年間の学習の成果を発表し
ました。また、バザーやグラウンドゴルフ
などのイベントも行われ、地域の皆さんが
ふれあう楽しい１日となりました。

祭

祭

祭

第
21
回

か
わ
に
し
文
化
収
穫
祭

第
31
回

は
さ
ま
き
ち
ょ
く
れ
祭
り
２
０
１
６

第
27
回
庄
内
神
楽
祭
り

第
35
回
ふ
る
さ
と
祭
り
も
同
時
開
催

り

り

り

祭

第
41
回

湯
の
里
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

り

▲オープニングを飾ったわんぱく太鼓

▲櫟木神楽座による「太平楽」

特産品などを販売する様子▶

▲万歩計の数値で勝負！ふりふりゲーム▲やせうまの無料配布には長蛇の列！
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健康ナビ

●健康温泉館の年末年始期間中の営業日・時間が
次のように変更となります。
　なお、12月29日㈭、30日㈮は通常どおり営業
します。

●毎週水曜日に開催している水中運動教室は次の
日程でお休みします（健康温泉館は通常どおり営
業しています）。

12月31日㈯・１月２日㈪・
１月３日㈫
午前10時～午後５時
（受付は午後４時30分まで）

１月１日（元日）

１月4日㈬

健康マイレージポイント
応募期間のお知らせ（予告）

　今年度の応募期間は平成29年２月１日㈬～
３月３日㈮となっています。１万ポイントを１
口としてご応募ください。詳細は市報１月号に
掲載予定です。
●問い合わせ　健康増進課（本庁舎）　
　☎097-582-1120（内線1122）

●問い合わせ
　湯布院健康温泉館クアージュゆふいん
　☎0977-84-4881

湯布院健康温泉館
（クアージュゆふいん）
年末年始のお知らせ

水中運動教室からの
お知らせ

◆期限　平成29年３月31日㈮    
◆対象　乳 が ん 昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生  
　　　　子宮頸がん　平成７年4月2日～平成８年4月1日生  
   

●問い合わせ 　健康増進課（本庁舎）☎097-582-1120（内線1119）

                
 早めに受診しましょう！！

利用期限がありますので、

乳 が ん
子宮頸がん

      

問い合わせ 　問い合わせ 　健康増進課（本庁舎）健康増進課（本庁舎） 097-582-1120（内線1119）097-582-1120（内線1119）

受診方法については、
クーポン券と同封しているチラシをご確認ください。

　今年６月に下記対象者の方に無料クーポン券を送付しています。職場等のがん
検診機会がなく、まだクーポン券をご利用されていない方は期限までにご利用く
ださい。

休館日

水中運動
教室お休み

営業時間
の
変更

12月31日㈯・１月２日㈪・

      
   がん検

診クーポン券には
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■ 挾間
12/21㈬ 10～11ヵ月児健診 挾間健康センター13：15～14：00受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
12月9日・16日・1月13日

健康カレンダー

休日当番医

■ 歯科医
12/11　（挾）かわかみ歯科 097-586-3418
1 / 8 （挾）小原歯科医院 097-583-3877

心の相談
●中部保健所由布保健部
　☎097-582-0660　※要予約
　12月16日㈮・1月27日㈮  午前10時～正午
●湯布院健康センター  
　☎0977-84-3111　※要予約
　1月13日㈮ 面談：午後１時～午後２時30分
　　　　　　 電話：午後３時～午後４時30分
●上記日以外でご相談希望の場合は「総合相談窓口」へ
　☎080-8566-6214
　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後５時

■ 内科・外科医
12/11（湯）秋吉医院 0977-86-2241
12/18（挾）何松内科循環器科 097-583-1131
12/23（庄）宮崎医院 097-582-0345
12/25（挾）川崎内科 097-583-5211
12/29（湯）岩男病院 0977-84-3101
12/30（庄）庄内診療所 097-582-3600
12/31（湯）JCHO湯布院病院 0977-84-3171
1 / 1 （湯）南由布クリニック 0977-85-5245
1 / 2 （庄）おざきホームケアクリニック 097-582-0013
1 / 3 （庄）佐藤医院 097-582-3131
1 / 8 （挾）ごとう医院 097-540-7800
1 / 9 （挾）さとう消化器・大腸肛門クリニック 097-583-8050

「がんをよく知ってがんと共に生きる」教育セミナー
第3弾

『がんになって、わからないこと・
聞けないこと教えて！』

自分でできる心理療法・マインド
フルネスに関する研究について

●日程および内容

回 日 テ ー マ

1 1/15㈰ がんも治ると聞いているけれど、
ホントのところどうなの…

2 2/11㈯ 治療がうまくいくために
どんな生活をしたらよいの…

3 3/11㈯ やっぱり、患者や家族から医療者に
いろいろ聞けないけど…

●定　員　60人（先着順、事前申し込みなし）
●場　所　ホルトホール大分
　　　　　サテライトキャンパスおおいた
●時　間　午後1時30分～午後4時30分
●受　付　午後1時15分～
●受講料　無料
●問い合わせ
　大分大学医学部看護学科（寺町）☎097-586-5054

　マインドフルネスと
いう瞑想を用いた心理
療法で、うつや不安、
ストレスを減少させる
と言われています。今
回の講座ではマインド
フルネスの習得と、マインドフルネ
スのみの場合と他の心理療法を追加する場
合の効果の比較研究に参加していただける
方を募集します。
●対　象　20歳以上の健康な男女
●説明会　平成29年3月26日㈰
　　　　　午前９時30分～
●場　所　ホルトホール大分
※事前申し込みが必要です。
　詳しくは問い合わせください。
●問い合わせ　大分大学医学部精神科医局
　☎097-586-5823
   mindfulness.exist@gmail.com
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由布市スポーツ少年団運動適性テスト
　11月19日、東庄内小学校で運動適性テストを開催
し、由布市スポーツ少年団22単位団のうち７単位団
総勢109人が参加。立幅とび・上体起こし・腕立て
ふせ・時間往復走・５分間走の５種目を行い、子ど
もたちの体力や運動適性を知る機会になりました。

　11 月 13 日、奈良クラブ戦がホームで行われました。今季最後
の試合となるため、勝利を収めたいヴェルスパは、前半から猛攻
を仕掛け、２点を奪い前半を 2 － 1 で折り返します。この勢いの
まま後半も得点したいヴェルスパでしたが、奈良クラブが後半 50
分に同点においつくと、さらに意地をみせ右サイドからのクロス
を起点にゴールを奪い、２－３で試合終了。最終戦を勝利で飾る
ことはできませんでしたが、今シーズンで見つかった課題を克服
し来季は上位を目指して、頑張れ！ヴェルスパ！

最終戦頑張れ！

ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

大分県レディースソフトボール大会
　10月23日、湯布院総合運動場で「大分県レディー
スソフトボール大会」が開催されました。大分県内

から５チームが参
加し、湯布院女子
ソフトボールクラ
ブが見事優勝を飾
りました。

グラウンドゴルフ大会
　11月10日、庄内総合運動公園で「第13回大分県グ
ラウンドゴルフ協会支部交流大会」が行われました。
大分県グラウンドゴルフ協会主催の大会で、由布市で
は初の開催となった今回は、県内８支部39チームが
参加し約220人が日ごろの練習の成果を発揮。団体・
個人表彰に加え、最高齢者チーム賞、ホールインワン

賞などもあり、年齢・性
別・支部を問わずグラウ
ンドゴルフを通して交流を
図った１日になりました。

県内一周駅伝大会 〜駅伝の冬到来〜
　朝夕冷え込む季節になり、県内一周駅伝大会へ向

けた合同練習会が始まり
ました。今年度の県内一
周駅伝大会は、２月20日
㈪～２月24日㈮の５日間
（全39区間・399.2㎞）
にわたり県下一円で開催

され、由布市通過は大会３日目の22日㈬となってい
ます。練習会にはどなたでも参加できますので、興味
のある方はぜひお問合せください。
●問い合わせ　由布市体育協会事務局
　（由布市スポーツ振興課内）☎097-582-1217

湯布院町体育協会主催

由布市スポーツ少年団主催

第２２回湯布院町秋季バドミントン大会
　11月8日から
11月10日の3
日間、「第22
回 湯 布 院 町 秋
季 バ ド ミ ン ト
ン 大 会 」 が 湯
布院B&G海洋
セ ン タ ー 体 育
館で開催されました。9チーム79人が参加し、寒さ
に負けず活気のある大会となりました。
団体戦
　◆優　勝　湯布院病院
　◆準優勝　ライダース
　◆３　位　あさぎり
個人戦
　◆優　勝　坂本宗一郎・姫見賢司　ペア
　◆準優勝　滝川将太　・加藤美那　ペア
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新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 289.1 ヒ 僕は頑固な子どもだった　　　　　   日野原　重明

挾　
間

郷土 H159 ワ なんとなく会社に行くだけの人生を送りたくないあなたへ。
一般 463.7 ボ 自然がつくる不思議なパターン　　　　　　 フィリップ・ボール 健康 S493.1 ゴ 五七五転ばぬ先の知恵ことば
一般 726.1 ヤ だれも知らないアンパンマン　　　 　　　やなせ　たかし 健康 S498.3 イ すこやかヨガ　ー子供から大人まで気軽にできる!ー
一般 913.6 オ ツタよ、ツタ　　　　　　　　　　大島　真寿美 くらし 596.3 カ 365日のサラダ　　　　　　　　　　 　金丸　絵里加
一般 933.7 デ 煽動者　　　　　　　　　　　 ジェフリー・ディーヴァー 子育て 726.1 タ 理系パパ　　　　　　　　　　 　　高世　えり子
文庫本 B913.6 イ 御三家が斬る！　　　　　　　　　　井川　香四郎 絵本 E キ きつねのがっこう　　　　　　　 いもと　ようこ
湾曲 629.4 ス 自然保護レンジャーになるには　　　　　須藤　ナオミ　ほか 絵本 E ミ みかんのめいさんち　　　　　　　　　　 平田　景
湾曲 652.1 フ 林業がつくる日本の森林　　　　　　藤森　隆郎 児童 361 キ ネットで見たけどこれってホント？　2　　　　北折　一
ヤング Y913 コ 魔法の一瞬で好きになる　　　　　　　小林　深雪 児童 933 モ ミミとまいごの赤ちゃんドラゴン

庄
内

一般 288.4 テ 知られざる天皇明仁　　　　　　　　　橋本　明 湯
布
院

一般 102 ト 超訳哲学者図鑑　　　　　　　　　　富増　章成
一般 581.0 セ 世界一の金属の町　燕三条の刃物と金物 特色ある　673.9 ホ なんでお店が儲からないのかを僕が解決する　堀江　貴文
一般 913.6 ツ 黒涙　　　　　　　　　　　　　　　月村　了衛 健康 781.4 エ どんなに体がかたい人でもベターッと開脚できるようになるすごい方法

12月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1月の休館日　1日（祝）～4日㈬・9日（祝）・16
日㈪・23日㈪・30日㈪・31日㈫

『利き蜜師物語　銀蜂の目覚め』
小林　栗奈　著

一般　913.6／コ

『７日間で成果に変わるアウトプット読書術』
小川　仁志　著

特色ある　019.1／オ

『季節のことば』
中村　和弘　監修
児童　911／キ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!湯布院図書館 庄内図書館 挾間図書館

DEAR
図書館だより

̶2016.12̶

　蜂蜜に閉じ込め
られた“時”を読むこ
とができる、国家最
高位の「利き蜜師」。
この特殊な才能を
持つ青年が銀色の
蜂と奇妙な流行病
の謎を追うファンタ
ジーな作品です。

　読んだだけで終
わらせない、何かに
役立てようとする方
法を紹介した本で
す。話をする機会の
多い人やレポートを
書きたい人にもお
すすめです。

　季語を中心とした
「季節のことば」を
テーマごとに分類し、
小 学生でも分かり
やすく解説していま
す。その他に、季節ご
との工作アイデアや、
料理のレシピも豊富
に掲載しています。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

お
は
な
し
会

●
挾
間
図
書
館　︵
午
後
２
時
30
分
～
︶

　
︿
毎
月
第
３
水
曜
日
﹀

　
12
月
21
日
㈬
・
1
月
18
日
㈬

●
庄
内
図
書
館　︵
午
前
10
時
～
︶

　
︿
毎
月
第
３
日
曜
日
﹀

　
12
月
18
日
㈰
・
1
月
15
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館　︵
午
前
10
時
15
分
～
︶

　
1
月
12
日
㈭

12
月
テ
ー
マ
展
示

●
挾
間
図
書
館

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
ジ
ャ
ケ
読
み
！
」

　
児
童　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般･

児
童 「
ク
リ
ス
マ
ス
」

　
特
別
展
示　
「
宮
部　
み
ゆ
き
」

挾
間
図
書
館　
12
月
企
画
展
示

﹁
し
か
け
絵
本　
ク
リ
ス
マ
スver.

﹂

　

赤
や
緑
な
ど
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
明
か
り
が
点
滅
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
♪
図
書
館
で

ク
リ
ス
マ
ス
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
か
け
絵
本
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

※
12
月
25
日
㈰
ま
で

挾
間
図
書
館
・
庄
内
図
書
館
・

湯
布
院
図
書
館

年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日
㈬
～
１
月
４
日
㈬

●
返
却
日
が
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち

の
方
は
、
12
月
25
日
㈰
ま
で
に
必

ず
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

●
休
館
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場

合
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
︵
大
分
県
立
図
書
館
な
ど
他

館
の
本・紙
芝
居・付
録
の
C
D
類・

雑
誌
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
︶。
庄

内
図
書
館
・
湯
布
院
図
書
館
は
、
年

末
年
始
の
間
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
ご

利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。　

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス︵
蔵

書
検
索
・
予
約
・
ご
利
用
状
況
参

照
な
ど
︶
は
、
通
常
ど
お
り
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

　

来
年
1
月
5
日
㈭
か
ら
開
館
し

ま
す
。
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
通
帳
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

　

由
布
市
立
図
書
館
で
は
、
12
月

17
日
㈯
か
ら
図
書
通
帳
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。
ご
自
身
の
読
書
記

録
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
取
り
扱
い
館

　
由
布
市
内
3
図
書
館

●
対
象
者　

由
布
市
立
図
書
館
に

貸
出
登
録
し
て
い
る
方
、
も
し
く

は
団
体
︵
1
冊
1
0
0
円
︶

※
た
だ
し
市
内
の
中
学
生
以
下
は

無
料

●
必
要
書
類　

免
許
証
等
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

︵
中
学
生
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
︶
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12月20日㈫ 
午後7時5分〜

防災ラジオの
起動試験の
お知らせ

く ら し インフォメーション

問い合わせ
防災安全課（本庁舎）
☎097-582-1140

相
談

無
料
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
開
設

●
日
時　
12
月
15
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
由
布
市
役
所
本
庁
舎

●
内
容　
差
別
、
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、

体
罰
、
名
誉
毀
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
を
受
け
た
な
ど
の
人
権
問
題

●
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

問
大
分
地
方
法
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
３
６
８

　
相
談
専
門
電
話

　
☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

市
民
後
見
人
養
成
講
座

　
成
年
後
見
人
は
家
庭
裁
判
所
が
関
与

し
て
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
に
代
わ
っ
て
、
日
々
の
暮
ら

し
の
手
続
き
の
援
助
を
し
ま
す
。

●
日
時

　
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　
２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
の
計
４
日
間

　
各
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所

　
大
分
市
稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料

　
２,
５
０
０
円

●
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
先
・
問　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
後
見
さ
さ
え
あ
い

　
☎
０
９
７

－

５
４
３

－

５
３
０
０

募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で一緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
誰
で

も
会
員
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

※
湯
布
院
連
絡
所
は
、
由
布
市
湯
布

院
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
由
布
市
社
会
福

祉
協
議
会
湯
布
院
事
務
所
）
内
に
移

転
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
会
員
加
入

や
お
仕
事
の
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問（
公
社
）由
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－
5
4
0

－

7
9
9
2

　
湯
布
院
連
絡
所

　
☎
０
９
７
７

－

８
５

－

８
２
９
２

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
の
提

出
に
つ
い
て

　
調
理
師
免
許
を
所
持
し
、
飲
食
店
や

給
食
施
設
等
で
働
い
て
い
る
調
理
師
の

方
は
、
調
理
師
業
務
従
事
者
届
を
２
年

ご
と
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
・
介
護
老
人
保
健
・
矯
正
施

設
、
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

総
菜
製
造
業
を
主
と
し
て
調
理
の
業
務

に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
が
対
象

で
す
。

　
届
出
用
紙
は
、
由
布
保
健
部
窓
口
ま

た
は
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
届
出
期
間　
平
成
29
年
１
月
５
日
㈭

～
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪

問
大
分
県
中
部
保
健
所
由
布
保
健
部

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
６
６
０

大
分
県
立
盲
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

●
対
象　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児

大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
23
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

●
出
願
期
間

　
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
～

　
平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

●
入
学
希
望
者
面
談

　
平
成
２
９
年
１
月
23
日
㈪
～

　
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６
３
８

お
知
ら
せ

「
ほ
ん
の
交
換
会
」
の
お
知
ら
せ

　
「
星
と
ぴ
あ
」
に
常
時
置
い
て
あ
る

寄
付
さ
れ
た
書
籍
と
、
お
持
ち
い
た
だ

い
た
書
籍
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
１
冊
に
つ
き
１
冊
）
。
ま
た
誰
か

に
読
ん
で
ほ
し
い
本
な
ど
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
雑
誌
、
百
科
事
典
、

週
刊
誌
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
水
曜
、
土
曜
、
日
曜
は
休
み
で
す
。

●
場
所　
ゆ
ふ
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー
星

と
ぴ
あ
（
旧
星
南
幼
稚
園
）

●
対
象　
ど
な
た
で
も

問
ゆ
ふ
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー
星
と
ぴ
あ

　
☎
０
９
７

－

５
７
４

－

９
３
５
６

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　
国
内
に
お
い
て
、
野
鳥
に
お
け
る
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
き
ん
や
愛
が

ん
鶏
を
飼
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、

適
切
な
飼
養
管
理
や
消
毒
、
野
鳥
の
侵

入
防
止
な
ど
の
予
防
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
複
数
の
突
然
死
な
ど
の

異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
家
畜
保
健

衛
生
所
へ
情
報
伝
達
を
行
い
ま
す
の
で

由
布
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
由
布
市
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
３
４
４
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運休と変更のお知らせ
運 休 便

運休日 コース名 運休内容

1/19
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13 : 45 発、
大学病院 13 : 55 発、庄内庁舎 14 : 25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12 : 45 発
酒 野 線 大学病院 13 : 25 発

〔コミュニティバス〕総合政策課（本庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（本庁舎）
☎097-582-1111（代表）

☎097-582-1177

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便の
時間を変更して運行す
るため、次の便は運休および変更となります。ご利用の
際はお間違えのないようご利用ください。

変 更 便
変更日 1/19 ㈭

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

図書通帳の運用が始まります

婚活フェリー＆バスツアー参加者募集！

　銀行の預金通帳と同じように、図書館で自分
が借りた本を記録できる「図書通帳」の運用が
開始されます。
◆開始日　12月17日㈯
◆対象図書館
　由布市立図書館（はさま未来館２階・３階）
　庄内図書館（庄内公民館１階）
　湯布院図書館（湯布院公民館２階）
◆交付条件
　由布市内または近郊市町在住の方
◆費　用　１冊につき100円
※由布市内在住の中学生以下については無料です
（紛失等による再発行分を除く）。
　通帳に印字されるデータは通帳利用者本人に
のみ提供され、印字後は保存されません。
　申請には免許証・保険証等の本人確認ができ
るものが必要です。
※詳細については、由布市立図書館まで問い合
わせください
◆問い合わせ
　由布市立図書館　☎097-586-3150

　愛媛－大分の若者を対象にフェリーで両県を行き来する婚活イベント、「婚活フェリー＆バスツ
アー」が大分県と愛媛県主催により行われます。
　両県のグルメや観光を満喫しながら、素敵な出会いを探してみませんか？

　大分県の方
　大分駅バス待機所(9:45)⇒臼杵駅
　(10:55)⇒臼杵港(11:10)
 　⇒（昼食）由布院「市ノ坐」⇒由布院散策⇒高崎
　山見学/１対１トーク⇒臼杵港(17:00)
 　愛媛県の方
　九四オレンジフェリー(17:30)⇒八幡浜港
　(19:50)
　大分県の方
　臼杵港(17:30)⇒臼杵駅(17:40)⇒大分駅バス
　待機所(18:40)
 　※ツアー行程は状況により変更になる場合があります。
◆申込先
　 http://www.pref.oita.jp/site/deai-
      kekkon-ouen/
◆問い合わせ
　OITAえんむす部事務局
　☎097-537-2425

 2月12日㈰　
　幸せいっぱいのシャーロット
　高崎山と由布院散策　日帰り
　幸せのジンクス「さるの又くぐり」にチャ
レンジしよう！
　お昼は「由布院 市ノ坐」で豆腐和食ランチ
を堪能！
◆参加人数　40人
　　　　　　（愛媛県、大分県とも男女20人）
◆参加対象　20歳～40歳位までの独身男女
◆募集締切　平成29年１月23日㈪
　※応募多数の場合は抽選となります。
　※共同事業の為、早い締め切りとなります。
◆参加料金　5,000円（消費税込）
◆移動手段　フェリー（愛媛県の方のみ）、
　　　　　　観光バス
◆日　程
　愛媛県の方
　八幡浜港集合(8:10)⇒九四オレンジフェリー
　⇒　臼杵港(11:05)

♥♥ ♥♥

年末年始、ユーバス運休のお知らせ
平成28年12月29日㈭から平成29年１月３日㈫までは運
休します。
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ん
の
よ
う
な
こ
っ
て
り
と
し
て
甘
い
味

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

砂
糖
が
貴
重
品
で
果
物
や
植
物
以
外
か

ら
は
甘
い
も
の
が
な
か
な
か
口
に
出
来

な
か
っ
た
時
代
、
こ
れ
も
貴
重
で
あ
っ

た
お
米
か
ら
で
き
た
甘
い
味
の
す
る
お

酒
は
贅
沢
品
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸

時
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
今
の
よ
う
な

清
酒
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
お
酒
の
席
に
は
か
か
せ
な

い
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
徳と

っ
く
り利
」
が

あ
り
ま
す
が
、
「
徳
利
」
の
名
前
の
由

来
の
一
つ
と
し
て
、
お
酒
を
注
ぐ
時
に

「
と
く
り
、
と
く
り
」
と
音
が
す
る
こ

と
か
ら
付
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　
お
酒
は
、
古
い
時
代
に
は
豊
か
な
収

穫
や
無
病
息
災
な
ど
を
神
に
祈
る
祭
儀

の
た
め
、
そ
し
て
神
と
人
と
を
結
び
つ

け
る
神
聖
な
も
の
で
し
た
が
、
時
代
が

経
る
と
と
も
に
、
人
と
人
を
結
び
つ
け

る
も
の
に
な
り
、
結
婚
な
ど
の
慶
事
や

お
花
見
な
ど
大
勢
の
人
た
ち
と
ま
た
は

個
々
に
祝
い
楽
し
み
、
そ
し
て
時
に
は
、

憂
い
を
慰
め
る
た
め
の
嗜し

こ
う
ぶ
つ

好
物
の
一
つ

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
遠
い
昔
か
ら
人
と
の
生
活
で
欠
か
せ

な
い
お
酒
で
す
か
ら
是
非
と
も
上
手
に

付
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

師
走
に
な
る
と
な
に
か
と
お
酒
を

飲
む
機
会
が
ふ
え
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、

今
回
は
お
酒
の
話
で
す
。

　
日
本
の
お
酒
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文

時
代
か
ら
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
桑
の
実
な
ど

の
果
実
や
木
の
実
で
お
酒
を
つ
く
り
味

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
お
神
楽
の
中

で
も
有
名
な
演
目
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

退
治
に
出
て
く
る
「
八や

し
お
り
塩
折
の
酒
」
は

「
日
本
書
紀
」
に
は
﹃
衆

あ
ま
た
の
こ
の
み
果
﹄
︵
い

ろ
い
ろ
な
果
実
の
こ
と
︶
で
お
酒
を
造

ら
せ
た
、
と
あ
る
の
で
果
実
酒
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
弥
生
時

代
、
稲
作
が
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た

時
に
、
お
米
か
ら
お
酒
を
つ
く
る
技
術

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
人
と
お
酒
に
つ
い
て
残
っ
て
い

る
最
も
古
い
記
録
は
、
３
世
紀
の
中
国

の
歴
史
書
﹃
魏
志
倭
人
伝
﹄
で
、
そ
の

中
に
日
本
人
に
つ
い
て
「
人じ

ん
せ
い
し
ゅ

性
酒
を
た

し
な
む
」
「
喪
に
あ
た
っ
て
は
、
歌
い

踊
り
酒
を
飲
む
」
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
の
お
酒
は
濁
り

酒
だ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
奈
良
時
代
に
は
、
お
酒
の
製
造
・
販

売
を
行
う
「
造
り
酒
屋
」
が
隆
盛
し
始

め
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
酒
造
技

術
が
大
い
に
発
達
し
、
室
町
時
代
に
は

各
地
に
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
が
誕
生
し

は
じ
め
、
お
酒
が
徐
々
に
庶
民
の
中
に

浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中

世
の
末
頃
に
は
、
現
在
の
清
酒
に
近
い

お
酒
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
日
の
み
り

防
寒
対
策
に
気
を
配
り
、作
物

に
あ
っ
た
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
た
ま
ね
ぎ

　

早
生
品
種
は
今
月
中
に
１
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き

チ
ッ
ソ
成
分
の
高
い
も
の
や
、
や
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
１

株
当
た
り
10g
程
度
と
し
、
マ
ル
チ
を
張
っ
て
い
る
場
合
は
植
え
穴

に
施
し
ま
す
。
多
す
ぎ
る
と
生
育
が
強
す
ぎ
、
春
先
の
ト
ウ
立
ち
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
１
月
に
も
追
肥
を
す
る
の
で
少
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

根
が
浅
い
場
合
は
株
元
に
土
を
盛
る
よ
う
に
し
寒
害
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
霜
柱
対
策
と
し
て
モ
ミ
ガ
ラ
や
ク
ン
タ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
だ
い
こ
ん

　

だ
い
こ
ん
は
播
種
後
90
日
頃
か
ら
収
穫
適
期
に
な
り
ま
す
。
収
穫

が
遅
れ
る
と
ス
入
り
に
な
る
の
で
適
期
を
逃
さ
ず
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

表
面
の
キ
メ
が
悪
い
も
の
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
か
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の

食
害
で
す
。
冬
季
は
減
少
し
ま
す
が
春
か
ら
ま
た
発
生
し
ま
す
。
ア

ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
連
作
を
避
け
る
か
、
薬
剤
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

春
ど
り
大
根
は
種
ま
き
時
期
で
す
。

●
キ
ャ
ベ
ツ
、
は
く
さ
い

　
「
９
月
の
長
雨
で
流
れ
た
」
と
皆
さ
ん
い
い
ま
す
が
正
確
に
は
軟
腐

病
が
原
因
で
す
。
高
温
多
湿
下
で
多
発
し
ま
す
。
土
壌
が
こ
の
条
件

で
あ
れ
ば
何
度
植
え
直
し
て
も
結
果
は
同
じ
で
す
。
軟
腐
病
専
門
の

薬
剤
散
布
を
し
、
排
水
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
菌
核
病

や
軟
腐
病
に
侵
さ
れ
た
株
は
土
壌
伝
染
す
る
の
で
、
速
や
か
に
圃
場

外
へ
持
ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

追
肥
は
20
日
お
き
に
肥
料
切
れ
し
な
い
よ
う
速
効
性
の
肥
料
を
施

す
よ
う
心
が
け
ま
す
。
霜
に
あ
た
る
と
変
色
し
ま
す
の
で
外
葉
で
防
ぎ

ま
す
。
15
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
収
穫
し
ま
す
。
頂
部
収
穫
後
は
脇
芽
の

生
育
を
促
す
た
め
早
め
に
追
肥
し
ま
す
。

来
年
に
向
け
て
の
土
作
り
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
堆
肥
や
改
良
材
を
投

入
し
深
く
耕
し
ま
し
ょ
う
。
石
灰
窒
素
を
活
用
し
作
物
残
さ
の
腐
熟
、

有
害
微
生
物
、
害
虫
の
卵
、
雑
草
の
種
の
死
滅
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
２
９
３

　 農業サポーター

︹
問
い
合
わ
せ
︺

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課︵
本
庁
舎
︶

 

☎
０
９
７-

５
８
２-

１
２
０
３

歴 史 民 俗 資 料 館 報

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

防
寒
対
策
に
気
を
配
り
、作
物

防
寒
対
策
に
気
を
配
り
、作
物

に
あ
っ
た
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

に
あ
っ
た
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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ん
の
よ
う
な
こ
っ
て
り
と
し
て
甘
い
味

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

砂
糖
が
貴
重
品
で
果
物
や
植
物
以
外
か

ら
は
甘
い
も
の
が
な
か
な
か
口
に
出
来

な
か
っ
た
時
代
、
こ
れ
も
貴
重
で
あ
っ

た
お
米
か
ら
で
き
た
甘
い
味
の
す
る
お

酒
は
贅
沢
品
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸

時
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
今
の
よ
う
な

清
酒
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
お
酒
の
席
に
は
か
か
せ
な

い
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
徳と

っ
く
り利
」
が

あ
り
ま
す
が
、
「
徳
利
」
の
名
前
の
由

来
の
一
つ
と
し
て
、
お
酒
を
注
ぐ
時
に

「
と
く
り
、
と
く
り
」
と
音
が
す
る
こ

と
か
ら
付
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　
お
酒
は
、
古
い
時
代
に
は
豊
か
な
収

穫
や
無
病
息
災
な
ど
を
神
に
祈
る
祭
儀

の
た
め
、
そ
し
て
神
と
人
と
を
結
び
つ

け
る
神
聖
な
も
の
で
し
た
が
、
時
代
が

経
る
と
と
も
に
、
人
と
人
を
結
び
つ
け

る
も
の
に
な
り
、
結
婚
な
ど
の
慶
事
や

お
花
見
な
ど
大
勢
の
人
た
ち
と
ま
た
は

個
々
に
祝
い
楽
し
み
、
そ
し
て
時
に
は
、

憂
い
を
慰
め
る
た
め
の
嗜し

こ
う
ぶ
つ

好
物
の
一
つ

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
遠
い
昔
か
ら
人
と
の
生
活
で
欠
か
せ

な
い
お
酒
で
す
か
ら
是
非
と
も
上
手
に

付
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
本 庁 舎　　　1月13日㈮ 午前９時～午前11時
はさま未来館　1月 7日㈯ 午前９時～正午
湯布院庁舎　　1月18日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
本 庁 舎　　　１月は、開催しません。

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※本庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場合

のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は本庁舎は総務課、挾間及び湯布院庁舎は各地域振興課

へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
本 庁 舎　　　1月18日㈬ 午後１時30分～午後４時
挾間庁舎　　　1月10日㈫ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　１月は、開催しません。

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
本 庁 舎　　　1月13日㈮ 午後１時～午後３時
挾間庁舎　　　1月20日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　1月 6日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係（本庁舎）
　☎ 097–582–1112（内線 1218）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　1月8日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　1月8日㈰ 12：30～
　敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは12月から来年２月までお休みし

ます。詳しくは、大分市ホームページをご覧ください。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳しくは市民課・
税務課（☎097–582–1111）までお問い合わせください。
12
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

挾/湯 湯
4 5 6 7 8 9 10

庄 庄 挾 挾/湯 湯
11 12 13 14 15 16 17

庄 庄 挾 挾/湯 湯
18 19 20 21 22 23 24

庄 庄 挾 挾/湯
25 26 27 28 29 30 31庄 庄 挾

1
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

挾 挾/湯 湯 14
8 9 10 11 12 13 14

庄 挾 挾/湯 湯
15 16 17 18 19 20 21

庄 庄 挾 挾/湯 湯
22 23 24 25 26 27 28

庄 庄 挾 挾/湯 湯
29 30 31

庄 庄
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編集後記
▶広島東洋カープの選手が湯布院を訪れました。サインをも
らっている子どもたちの目はキラキラ輝いていましたよ。多く
の感動、勇気をありがとうございました。（た）
▶今年もあとわずか！毎年、年末が近づくとわくわくするよう
な、そわそわするような不思議な気持ちになります。皆さん
今年はどのような年でしたか？残りわずかな平成２８年を楽し
んでいきましょう！（あ）

人　
　口 ひとの動き

【源泉徴収票】
　老齢年金は、所得税法上の雑所得と
して課税の対象になっています。その
ため、老齢年金を受けている方には、
１年間の年金の支払総額などを記載し
た「源泉徴収票」が１月下旬に送付さ
れますので、確定申告の際に提出して
ください。
　紛失したときなどは再発行できます
ので、お近くの年金事務所または年金
相談センターにお問い合わせください。
なお、障害年金・
遺族年金は、課税
の対象になってい
ないため、源泉徴
収票は送付されま
せん。

問大分年金事務所
☎097–552–1211

総人口  35,102人（ ー29）
世帯数  15,495戸（ ー4）

男  16,810人（ ー15）
女  18,292人（ ー15）

11月30日現在 （　 ）は前月比

●市県民税・・・・４期分
●入湯税・・・・12月期分（11月分）
●国民健康保険税・・・・7期分
●介護保険料・・・・7期分
●後期高齢者医療保険料・・・・6期分
納期限　平成28年12月26日㈪
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
11
月
に
今
年
も
佐
藤
泰
久
会
長
（
庄
内
出
身
）
の
も
と
で
在
京

由
布
市
会
が
、
東
京
日
暮
里
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
年
に
１
度
の
再
開
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
会
で
す
。

会
場
に
着
く
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
安
堵
感
と
言
う
か
何
と
も
言

え
な
い
温
か
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
毎
年
お

招
き
を
う
け
て
い
ま
す
の
で
親
し
く
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
挨
拶
で
は
由
布
市
の
出
来
事
や
祭
り
の
様
子
、
各
地
の
自
然
の

移
り
変
わ
り
を
話
し
ま
す
。
皆
さ
ん
目
を
輝
か
せ
て
聞
い
て
く
れ

ま
す
。
き
っ
と
な
つ
か
し
い
景
色
を
思
い
描
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
今
年
は
特
に
４
月
の
震
災
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
由
布
市
会
か
ら
や
個
人
的
に
も
い
た
だ
き
ま
し
た
支
援
金

に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
少
し
は
復
旧
で
き
て
い
る
か
な
」
「
由

布
院
駅
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
落
ち
た
の
を
テ
レ
ビ
で
見
て
ビ
ッ
ク
リ

し
た
」
な
ど
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
時
間
半
あ
ま
り
の
時
間
も
あ
っ
と
言
う
間
に
経
ち
、
最
後

は
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
全
員
で「
ふ
る
さ
と
」「
赤
と
ん

ぼ
」の
大
合
唱
で
す
。
参
加
し
た
90
人
の
皆
さ
ん
の
目
に
は
子
ど

も
の
頃
遊
ん
だ
懐
か
し
い
古
里
が
み
え
て
い
る
か
の
様
で
し
た
。

わ
た
し
は
石
川
啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て　
言
ふ
こ
と

な
し　
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」
の
歌
が
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
今
年
も
だ
ん
だ
ん
終
わ
り
が
近
く
な
り
ま
し
た

よ
。
１
年
そ
れ
ぞ
れ
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
元

気
で
す
ば
ら
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
ね
。

　
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
野
菜
は
す
べ
て
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す

か
ら
ご
安
心
を
！

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課☎097–582–1112へ電話でお申
し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先
着順）。1月生まれの申込締切は12月19日㈪、2月生まれ1月18日㈬ です。

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

芝
し ば の

野　天
あ ま ね

音ちゃん
平成 26年 12月 22日生　庄内町東長宝

後
ご と う

藤　悠
ゆ う り

莉ちゃん
平成 25年 12月 15日生　挾間町古野

松
ま つ い

井　笙
し ょ う の す け

之介くん
平成 27年 12月 14日生　挾間町挾間

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

ストーブを使用する際の火災予防
　◆ストーブの上に洗濯物を干さない。
　◆カーテンやシーツなどがストーブに接触しないよう
　　にする。
　◆ストーブの近くに衣類、紙くずや燃えやすいものを
　　置かない。
　◆給油や持ち運びは、必ずストーブの火を消してから。
　◆給油中はその場を離れず、給油後はタンクの蓋を確
　　実に締めて、漏れのないことを確認する。
　◆給油の際は燃料を確認し、必
　　ず灯油を使用する（ガソリ　
　　ンと間違えない）。
　◆取扱説明書等を確認し、定期
　　的にフィルターなどの清掃や
　　点検をしましょう。

火の元には十分注意してください
　◆外出時や寝る前には、必ず火の元を確認しましょう。
　◆乾燥した日、風の強い日は、火入れ・焚き火などを
　　しないようにしましょう。
　◆住宅用火災警報器、消火器の設置をしましょう。
　◆家の周りに燃えやすいものを置かないようにしまし
　　ょう。
　◆子どもの火遊びに注意しましょう。
住宅用火災警報器は正常に機能しますか？
　◆設置義務から10年が経ち、定期的（１ヵ月に１度が
　　目安）に火災警報器が鳴るかどうか確認しましょう。
　◆取扱説明書を見て点検方法、火災警報器の交換時期
　　を確認してください。
問い合わせ　
　由布市消防本部予防課　☎097-583-1320

火の用心
冬期間の火災予防
冬の期間は、空気が乾燥し、火災が非常に発生しやすくなります。
暖房機器を使用する際は、適切に使用して火災を起こさないように気をつけましょう。
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